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７月 中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ期

定型化・安定化・効率化を目指す

 12月 第108回数実研（小林先生講演）

汎用化・「対話」と「振り返り」の活用
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７月 中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ期以前
・観点別評価と目標到達度（H21～22）
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７月 中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ期以前
・自己評価を用いたルーブリック評価（H29）
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７月 中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ期後
・授業の流れを「説明→個人演習→協働作業
（相談）→小テスト」と明確・固定化
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７月 中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ期後
・授業の流れを「説明→個人演習→協働作業
（相談）→小テスト」と明確・固定化

○個人演習の充実と定着は図れた
×人数的な問題もあり協働作業の活性化には
不十分
△取り扱う内容により小テストまで至らないことも
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 1２月１日第108回数学教育実践研究会
産業能率大学 経営学部教授

小林 昭文先生
講演『「主体的・対話的で深い学び」を

どう実現するか～基本スキルの見直しと
新しいスキルを有機的につなぐ～』

⇒「対話」と「振り返り」を用いた授業改善が
共有化・汎用化を主眼においたもの
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1. 『授業の準備（開始前）』について
・前時の振り返りとして練習用のプリントを設置
・リフレクション・カードの返答シートを掲示
・説明用プリントを持って行くよう指示
・場合によっては説明用の板書をしておく
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授業の準備
（開始前）

●席は自由です。できるだけいろいろな人と話
せるようにしましょう。

●プリントをとって、教科書・筆記用具を用意
してリラックスできるような雰囲気を作って
おいてください。

●チャイムですぐ号令をかけるようにします。
（号令係は固定します）
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・説明用プリント 例
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・説明用プリント 例
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・振り返り用練習問題 例
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・リフレクション・カードと 返答例
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・振り返り用練習問題 リフレクション・カード返答 設置例



2. 『学習内容の説明（15分間）』について
・説明用プリントについて説明
・前時のリフレクションにふれることも
・教材の活用や数学史についてもこの時間帯に
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学習内容の
説明

（１５分間）

●読めばわかることは説明をしたり板書したり
しないようにします。

●繰り返し説明しないようにします。
●早口にして、しゃべりのテンポを速めます。
⇒問題演習の時間を確保します。



16

・実物教材例

札幌南高等学校長尾良平先生の教材の改



17

・実物教材例
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・実物教材例

岩手県立宮古高等学校佐藤竜介先生の教材の改



3. 『問題演習（20分間）』について
・問題演習プリントを配布→取り組ませる
・態度目標を意識させる
・机間指導でフォロー

19

問題演習
（２０分間）

●問題と解答・解説プリントを配布します。
●周りと協力したり、調べたりして取り組んで
ください。

●もちろん一人で集中して取り組んでもかまい
ません。
⇒お互いを尊重した行動をとりましょう。

演習時間は厳守するようけじめを付けましょう。

●右面に入試問題も用意します。



20

・問題演習プリント 例



4. 『振り返り（15分間）』について
・確認テストの実施
・相互採点→100点花丸→回収
・リフレクション・カードの記入→回収
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振り返り
（１５分間）

●確認テストをします。全員満点が目標です。
●相互採点。
⇒普通に丸付け。
間違えていたら直してあげて○をつける。
最後は１００点と花丸を。
⇒授業が終了したら解法を尋ねたり教えたりし
ましょう

●リフレクション・カードの記入。
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・確認テスト 例



5. 『授業後』について
・回収したリフレクション・カード、
確認テストの点検
→返答シート、復習プリントの作成

・翌日の授業プリントの調整
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９月実施 授業評価アンケート(4点満点)
・年度当初の授業形態
・中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ期(７月)
における授業改善後

１２月実施 授業評価アンケート(4点満点)
・汎用性を高めた「対話」と「振り返り」を
用いた授業改善を行った後



①授業はわかりやすく工夫されている。
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②授業の進む速さはちょうどよい。
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③ 授業を受けることによって、学習意欲が高まった。
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④授業を受けることによって、力がついたと感じる。
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⑤ この科目の学習に積極的に取り組んでいる。
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反省点

1. コミュニケーションが苦手な生徒は分か
らないまま過ごしてしまう。

2. 15分の説明では早すぎる生徒もいる。

3. 難易度や分量の調整やストックができる
までは時間が必要。
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・能動的な授業改善においても反復的な活動
など 旧来的な活動も不易なものとして重用

・汎用性・効率化も授業改善をする上で重要

・不易流行のバランスというものはやはり大事
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ご清聴・ご協力いただき

ありがとうございました

mail: q_e_d@hotmail.co.jp
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